
平成 29年度第 2回二宮町お互いさま推進協議会 議事録 

 

１ 開催日時 平成 29年 7月 27日（木）午後 6時 30分～午後 8時 10分 

 

２ 開催場所 二宮町役場 第 1会議室 

 

３ 出席者 お互いさま推進協議会委員：14名 

      事務局：健康福祉部長、地域包括ケアシステム担当課長、地域包括ケアシス

テム班員 1名 

          社会福祉協議会事務員 1名 

      傍聴希望者：1名 

 

４ 協議事項 

 （１）二宮町生活支援体制整備の枠組み及び進め方 

 （２）買物及び移動支援（交通）に関する現状について 

 （３）その他 

 

５ 議事録 

  １．開会挨拶 

  事務局 定刻となりましたので平成 29年度第 2回目二宮町お互いさま推進協議会を 

始めさせていただきます。本日は梅沢地区の西山さんが欠席となっています。 

また、他の 3名の委員さんも遅れていますが先に進めさせていただきます。 

委員の皆様におかれましては大変ご多忙の中、ご参加いただきましてありが 

とうございます。今回の協議会は前回に引き続いて、机を 5角形にしてフラ 

ットでリラックスした中で行っていきたいと思いますのでよろしくお願いし 

ます。 

 

それでは、議題に入る前に前回もお諮りさせていただいた傍聴の関係ですが、

本日の傍聴の確認をさせていただきます。 

 

      資料の確認をさせていただきます。（配布資料確認） 

 

      それから、今日の協議会の様子を記録として写真を撮らせていただきたいの

ですが、よろしいでしょうか。また、今後、あと 2回開催します会の写真も

お願いできればと思いますのでよろしくお願いします。 

 

  委員一同（異議なし） 

 



  ２．挨拶 

事務局 会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

  会長  今日はどうもご苦労様です。暑い中、大暑ということで 23日から半月くら

いは一番暑い時期ということで、みなさんどうぞご自愛ください。 

      今日は第 2回のお互いさま推進協議会ということで、議題がその他を含めて

３つございます。どうかみなさん積極的ご発信をお願いしたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

   

３．議題 

事務局 それでは、議事の進行を名倉会長よろしくお願いいたします。 

会長  それでは議題に入りたいと思います。議題の（１）二宮町生活支援体制整備

の枠組み及び進め方について事務局よりお願いします。 

事務局 前回も、それから昨年度につきましてもお互いさま推進協議会について説明

をいたしましたが、再度、みなさんと確認し合い共有を図って、きょうの協

議会を進めていきたいと思っています。 

    資料 1をご覧ください。 

    「助け合いのある地域づくりで得られること」として、困りごとを地域で解

決する力、地域の福祉が高まる。助ける・助けられることによってお互いの

理解が深まり、生きがいが生まれ、生活支援だけでなく介護予防にもつなが

る、また、社会参加が介護予防になる。地域の住民とともに、行政・地域包

括支援センター・社協が各々の強みや情報を共有し協働で取り組むことが大

切です。地域づくりはすぐに結果が出るというより、5年後、10年後、20年

後と長期的にとらえることが大事ということで、やるかやらないかで助け合

いの効果が地域にはっきりと表れます。 

    2ページをご覧ください。 

    「お互いさま推進協議会が行うこと」についてですが、前回資料として配布

した町の生活支援体制整備事業実施要綱から抜粋したものになります。 

    （１）地域資源及び地域ニーズの把握並びに「情報の見える化」の推進に関

すること。資源があっても知らないという現状があると思いますので

町民の方に知ってもらうこと、どうしたら「見える化」が推進される

かについて、この場で話し合っていきたいと思います。 

    （２）地域づくりにおける意識の統一に関すること。やはり意識がバラバラ 

       では進んでいきませんので、意識の統一を図っていきたいと思いま

す。 

    （３）地域資源については、前回も不足している資源などについて話合って 

       みましたが、ア地域に不足する支援及びサービスの企画 イ支援及び

サービスの担い手の育成。支援があってもやってくださる方がいなけ



れば使えないということで、担い手の育成が必要となっていきます。 

      （４）ネットワークの構築 

       ア関係者間の情報交換や情報共有、イサービス等提供主体間の連携体

制の構築を進めていきます。 

    （５）最終的にはサービス等提供主体と地域ニーズのマッチングを考えてい

けると良いと考えています。 

    3ページをご覧ください。 

    こちらの図の中で、行政、第 1層、第 2層、地域とありますが、それぞれ地

域の様々なニーズ、対応の主体、地域の担い手候補者、例として移動のニー

ズがあります。 

    第 1層がお互いさま推進協議会で、町域レベル、町全体の部分になります。 

    第 2層は現在、一色小学校区が動いていますが３つの小学校区になります。

第 1層と第 2層では対象エリアが異なるが、第 1層と第 2層は連携し活動の

サポートなども行っていきます。 

    4ページをご覧ください。 

    「二宮町の協議体の体系案」についてです。図の右上にお互いさま推進協議

会、左下に一色小学校区があります。今後は右下にあります二宮小区、山西

小区がありますが、二宮小学校区に関しては地域が広いため山側・海側の二

つに分かれています。第 2層の日常生活圏域といわれています一色小学校区

は身近な具体的なことについて取り組みます。第２層の取り組みを第１層の

町域でも考えられるねということであれば、その地域の取り組みや課題など

の活動報告や情報提供などを行います。また逆に第 1層から第 2層へつなぐ

など、双方で共有し支援したりなどつながりがあるということで図で表して

います。 

    簡単ですけれども、以上で説明を終わります。 

会長  わかりやすい資料だと思います。この中で私が確認したいことは、確かに５ 

年後、10年後に効果が出てくるということで、まさにそうだと思いますね。 

    このことは時間をかけて、我々のこの協議会は 4回しかないということで、 

4回で何ができるか、継続してやらないと良い効果がでない。5年後、10年

後に効果が出てくるということです。私も 5年後 10年後にこういう仕組みを

行政とできるかわかりませんが。 

    ここに、お互いさま推進協議会が行うこと 5項目がありますが、具体の話に 

なるとわからないですね、難しいですね。 

委員  何かをやろうとすると難しい。むしろ、必要なのは地域包括ケアシステムを 

どのように、住民の方に浸透させていくかということ。その中で協議会がど

のようにしていくか、どのようにして担い手を作っていくか、難しいです

が。今までやっていく中で、やる人はいつも同じ人。いつも同じ顔ぶれだ

と。新しい人がどんどん、出てくるとか。人づくり、意識づけ、皆さんの協



力をいただきたい。もう少し浸透させていかなければいけないと思います。 

会長   それとですね、協議体の体系の案ですが、お互いさま推進協議会のサイクル 

と一色小学校区のサイクルが書いてあるんですよね。協議会の方向性の共

有、活動状況の把握・整理、それから事業活動の充実、活動の見える化・ネ

ットワーク化、施策の検討・担い手の育成、活動主体のマッチングというこ

とですが、ここでマッチングというワードが出てくる。一色小学校区のサイ

クルの中にも支援とニーズのマッチングという活動内容が出てくる。これは

同じでよいのか？同じ意味ととらえてよいですかね？活動主体のマッチング

は何と何のマッチングでしょうか？ 

事務局  まず一色小区の支援とニーズのマッチングは実際に“助けて”と手を挙げた 

人と、“やれるよ”と手を挙げた人のマッチングが中心になるかと思います。

町全体のマッチングとなると、お互いさま推進協議会のように活動自体の対

象エリアが大きくなる。一つの団体だと難しいが複数の団体で協力すればで

きると考えたときに、活動主体同士が協力できるといったマッチングが加わ

ってくるのかと思います。 

会長  活動主体同士のマッチング、調整が必要ということでわかりました。 

    資料 1の中で何か不明点などがありましたら 

事務局 補足ですが、先程、担い手のことが出ていましたが、ボランティアのような 

方や介護認定を受けている人でも、これだったらできる、小さいことでも一

人ひとりができることがあれば、担い手にもなれるということを付け加えま

す。 

会長  担い手といっても顔と名前が一致しないと頼めないというか、頼みづらいと 

いったこともあるんじゃないかと思うがいかがでしょうか 

委員  信頼を作るのが大変なんですよね。 

会長  私も２回目でみなさんの顔と名前が一致しないところがある。担い手の育成 

というのが、これが大変であるという話ですね。 

委員  一色小学校区が今どこまで進んでいるのか聞きたいのですが。こういうこと 

が問題とか、今ここまで進んでるといったことですね。 

委員  一色小学校区も第１層をみながら、どういうふうに進めていくのか、気にし 

てます。一応、町の介護保険の冊子をみんなに説明しようか、町の方に頼も

うかと考えている。また、メゾンさんに頼んで研修を予定。まだ、細かなと

ころは進んでない。昨年立ち上げたところで、担い手をどのようにしていく

のか話している。スキルはもっているがどのようにしていけばよいのかとい

うのがわからない。基本的なところを募集して養成していくとか。ヘルパー

さんなどとは別に。ボランティア活動を意識づけしていくのは難しい。個人

個人のことをやってもらうわけですから、その辺は行政でやってもらえない

かと思います。 

会長  あまり、2層のようにやる必要はないかと思いますね。 



委員  百合が丘の方で“ゆりふく”という活動を２～３年やっているので、進める 

のに課題とか見えてきている。それを参考にしながら、我々が 2層協議体の

中でやっていこうとするのは結構できているんですね。アンケートをとった

り、結構進めていますので、どういうニーズがあるかというのは、ある程度

つかめているといった状況です。その辺は一色小学校区でも参考になるかな

と思っています。 

会長  地域の内情として、例えば組内でやるとか。例えば独居の方への声掛けのや 

り方などはどうやっているのでしょうか。 

委員  この方はやっていただけるかなと思ってお願いはしてあるんですが、できま 

せんと言われるのは私たちの説明不足かなと思っている。その方にわかって

いただいて、やっていただくのが一番良いと思うのですが。それと、地域の

困りごとがわからない、なかなか把握ができない。そういう場合は地域の民

生委員に聞くとかしないと。それから、先日、近所の方に頼まれて買い物に

一緒に行ったんですが、結局あちこち回って疲れてしまい、帰りは結局はタ 

クシーで帰ってきたということがあったのですが。その方はどうしても自分

で見て買いたいということで、一緒に行きました。“ゆりふく”でもお買い物

のこととかあるんですが、なかなか、うまくいきません。そして今、“ゆりふ

く”では通いの場のことになっている。 

会長  90歳独居ですが、「どうですか？」とは声掛けしなかったが、雨戸が閉まっ 

ていたら声かけはしていた。近所のしくみとして、制度として大げさなもの

ではなく、何かできないか。 

委員  すぐにできるものではなく、なかなか、時間のかかることじゃないか。意見 

が出ていましたが、担い手がいたとしても同じ人になってしまう。頼む人、

頼まれる人のバランスなどがあって、なかなか頼みにくいといった色々な課

題もある。まずは町民の方にここが住みやすいということを広めていかない

と使うのも使いにくいですし、町民の方にまずは理解していただくことが課

題じゃないかと思います。 

会長  高齢者にとって、からだが動かなくなったらあると助かるということが、必 

要じゃないかと思うんですね。たとえば独居になって安心の発掘、誰か自分

を気にかけている人があれば安心。隣近所でそういうしくみがあったら良い

と思います。 

委員  仕事上、介護保険、医療などでリハビリをしてニーズはわかるんですが、担 

い手の情報がわからない。近くは歩けるけれども、近くのコンビニまではい

けない、通いの場は行ける、コーラスがんばって行っていたが、行けなくな

った。そういう方に対して、できることはたくさんある。近所の方も回覧板

を持っていったり、回収したりはしてるそうですけど、本人としてはそれで

満足をするという能力の低い方ではない。そういう場合、どこに相談したら

よいのか、どこに伝えていったら良いのか、担い手がどこにいるのかわから



ない。担い手の前の受け口について考えていけたら良いのかなと思います。 

会長  いろいろ、課題はあるところだと思います。 

    それでは議題２の買物及び移動支援（交通）に関する現状について事務局よ 

りお願いします。 

事務局 資料 2の説明の前に事務局より説明します。前回いただいたご意見を事務局 

で整理するということでお伝えしていました。みなさんから多くの意見をい

ただきまして、中でも買物や外出の促進、移動の部分が多く出ていました。

買物・交通編ということで二宮町の現状を資料２としてまとめましたので、

ＳＣ（生活支援コーディネーター）より説明をお願いします。 

ＳＣ  それでは、資料 2について説明いたします。まず、１層で何をやっていくの 

かというのが、なかなか難しいので、絞っていった方が話しやすいというこ

とで、町にあるものをまとめてみました。インターネットで社会資源が調べ

られるように現在、準備しています。いくつか項目ごとにまとめているので

すが、今回はもくじの部分だけ抜粋して御用意しています。 

    資料 2の 3ページ目の二宮町社会資源マップですが、もくじとしてあげてい 

ますが、生活支援サービス、相談機関、医療機関、介護保険サービスと大き

く分けて順次情報収集し整理しています。今回は買物と移動支援・交通に絞

ったものですが、１ページ目に最初に地域の声ということで、町の声につい

て私（ＳＣ）が聞いたりしたものをまとめてみました。 

    いくつか紹介してみますと、買物は自分で選んで買いたいという思いとか、 

ご自身で買物に行きたいが一人では行けない、家族に頼めない、なじみのお

店が閉店してしまったので近所に復活させてほしいなど、どちらかというと

困りごとのところです。中には近所の差し入れを持ってきてくれるなど、地

域の力があったりもします。  

    次に交通のことに移りまして、マイクロバスみたいなものがあったらいい 

な、近所の人が病院まで付き添ってくれるなど、実際、困りごとがありなが

らも何とか生活している現状もあります。 

    ２ページ目をご覧ください。 

社会資源を整理し大きく３つに分類してみました。交通では民間企業などに 

よる路線バス、タクシー、行政が行っているコミバスなどです。地縁として 

友人が乗せてくれるといった現状があります。大きく買物と交通とあります 

が、すきまをうめるのが町民の力として食事のお裾分け、買い物を代わりに 

行ってくださるとか車での送り迎えをしてくれるといった、町の資源として 

図式化したものです。 

次に買物の一覧表４ページ５ページ、交通サービス事業の一覧表が６ページ

７ページにあります。その後にコミバスの広報６月号８月号の記事を参考に

添付してあります。 

     一覧表をみると、結構お店があったり、二宮はドラッグストアが充実してい



たりと、意外と社会資源はあるほうなのかなと私の感想ですがそのように思

いました。交通も町内だけではありませんが、バス会社やタクシー会社など

決して多くはないと思うのですが、数的にはあると今回整理して思いまし

た。この資料をまとめながら私自身が感じたことはサービス事業を行ってい

るところは、お店であったり、宅配系、バスといった大きなものや小さいな

がらも町の中でやっているものもありますし、代行サービスや地縁でやって

もらうものの存在も大きくはないのですが、あります。今後、2層のお互い

さまで私も含め、みなさんで検討していく中で支え合いの力をどのように形

にしていったらよいのいか、一番大事なのは地域のつながりをどう作ってい

くかについて、アイデアを出し合っていきたいと思います。 

会長   二宮町の買い物・交通の現状の中で地縁ということがある。友人が送り迎え

する、これをあまり大きくやると白タクにひっかかってしまう。家族を駅ま

で送っていくぐらいの範囲で、そのための担い手ということで、一つの手段

として登録制にしてはどうか。今、ＩＴが進んでいる中でスマホやアイパッ

トなどを活用して、高齢者が行き先を登録して支援が必要な人がいるんだ

と。近くだから行ってあげようというようなことがあれば良いんじゃない

か。ただ、これはお金もかかることですし、また、スマホやアイパットは使

えない高齢者もいると思うが、高齢者によく説明して全町的にやったらどう

ですか？それはお金と時間はかかりますけれども。 

ＳＣ   あったら便利だとは思います。 

委員   使える人はいいんだと思います。使えない人が問題。 

委員   使えない人が現実、困ってらっしゃると思うんです。生協も頼めない人が 

いますし。 

委員    どこまでならできるんでしょう。電話ぐらいならできるんじゃないか。 

委員    買い物の一覧を見たときに、実際に使う人はいないんじゃないかなと思っ

た。 

会長    西友などはどうでしょうか。電話して配達はしていただけるんでしょうか 

委員    今まで、お客様がレジで会計が終わったら品物にあった箱を用意して割れな

いように梱包し配送を承っていた。今ではサービスカウンターで行っていま

すが各レジでも対応せざるを得ない状況があります。配送については日にち

をいただいてもよろしいか確認をしています。 

  委員    団地は若い人が多く、入れ替わりも激しいため隣組が難しい。中里は組とい 

うものがあって、組長の仕事が素晴らしいと思った。組長をしているから 

家族状況がわかる。担い手を考えているのであれば、もう少し組内というも

のを活かしてみたらどうでしょうか。 

退職した３人の方に聞いたが、メゾンでボランティアをしている人はとって

も楽しいと。もう一人は身内の介護で、他のことはできない人。もう一人は

出不精だから無理かなという人もいた。住んでるところの地域をもう少し見



直しすることが大事になんじゃないかと感じました。 

  会長   回覧板を回す時でも状況がわかってくることもある。 

  委員   昔は冠婚葬祭で組内でやっていた。 

  委員   冠婚葬祭とかではなく、組内が仲間。防災もそうだが組でやると安心。 

委員   助け合いをするんでしたら、組長は地域にとっては大きい。 

  委員   組長の存在は大きいと思います。何かあれば、そういうシステムがあればと 

思いますね。組長も毎年変わり 10数件持っているが、高齢者がいたり、お子

さんがいたりと。防災でも役割がある。防災と福祉はつながりはすごく大事

な要素になると思います。 

  委員  組長もだんだん高齢化しているので、最近では組に入らない人もいる。組長が 

大変なので抜けたいという人もいる。 

  委員  組長の時に、90歳の高齢者がいたときに隣の隣まで回覧板を回したことがあ 

る、階段を登れないので。元気かどうかもわかる。若い、動ける人がやるとい

う現状がある。これをどういうふうにするかということも一つの課題となると

思います。 

  委員  今まで、組内とかいろんな話しが出たと思うのですが、資料の中で買い物と交 

通とあるが、例えば買い物に絞っていったほうがよいのではないか。それで次

にどうしたら良いかと詰めていった方が具体的に見えてくるんじゃないでしょ

うか。買物でも交通でもどちらでもいいんですが、一つずつこうしたほうがい

いよね、と先を考えていくと交通の時もこれが使えるねということもできる。

論点を絞ってはどうですかね。例えば買物にしたらどういうふうにしたらいい

のか考えていってはどうか。いろんな業種の方がいて、いろんな困りごとがあ

る。それを全部広げていくと全然、収束しなくて何も決まらないような気がし

まして。 

  会長  ご近所で買い物をどうしたらよいのかといったようなことでしょうか。 

  委員  そうですね。そうすると、もう少し踏み込んだ話ができるのではないでしょう  

  か 

  会長   何かいいアイディアはありませんか。 

  副会長 ボランティアの話しが出て、担い手の話しが出たのですが、ニーズが地域の

声として資料１に書いてあるが、そういう例があれば、改めてここでやるん

じゃなくて一つの参考にして、もう１回全体でどう支援していくか考えてみ

る。資料１の３に地域の困りごとに対する担い手について、ニーズの把握を

して担い手をどうするかという組み立てが必要。それがあって初めて具体的

にどうするか、次に向かって進んでいくといいのかなと思います。 

  会長   買物の支援が必要な人のニーズとなってくると移動もになってくる。 

  副会長 それは人によって違うのかな、それはもちろん多いのでしょうが。例えば、

ネットとか自分で選びたいという人があれば、それを組み立てていく必要が

あるし、それ以外の方法として出張販売など、お家からそんなに遠くないと



ころにお店が来てくれる。そうすれば自分で選べる。過疎地など、買物にバ

スに乗って１時間かかる場合などはそうしている。手法として考えればよ

い。 

  委員   自分で選んで買いたいとなると移動が絡む。それができないならスマホや携

帯という話も出ましたけれども。その両方を兼ね備えるという形で考えてい

けばよいのではないか。買物についいて、ざっくりしていますがこの資料を

みるとネットは結構あるみたいですね。 

  会長   これは注文したら当日に送ってくれますか？ 

  委員   お店によってですね。ケアマネジャーは知っていると思うが、本人ができな

くても遠方に家族がいたら電話で頼むことはできる。そうすると家族とコミ

ュニケーションができるということで、活用している方もいらっしゃいま

す。 

  委員   セブンイレブンでもやっている。 

  会長   買物代行サービスはシルバー人材センターの方が家まできて代行してくれま

すか？ 

  委員   そうですね、代行して買物をしてきてくれます。 

  会長   自分で選ぶということはできなくなくなるわけですね。他に買物についてど

うでしょう。 

  委員   組長をやっていて、若い人だけで 10世帯ぐらいいるのですが、組長をやっ

ていると組内のことがわかるからいいのいですが、組長さんの中にはやらさ

れていると感じたりする方もいる。二宮も少子高齢化が進んでいるので、見

守りなどといったところを組長会議でやっていたりするので、意識が高くな

ったりするのはいいことではないかと思います。買物に関しては、やはり、

今、実際にサポートをしてもらいたいと思っているのは 80歳前後だと思い

ます。買物に困っていてということで、私たち地域包括支援センターや民生

委員さんなどを通じて相談を受けています。そうすると本人の趣向に合わせ

ながら、サービスの提供をさせていただいたりしています。正直あきらめ

て、代行にしている方もいらっしゃるかもしれませんが、その中でも、いろ

いろと組み合わせてることは多いかなと思います。これから団塊の世代の方

にサポートが必要となるのが 5年後、10年後なので、それに向けてこれから

どうするかということが大事なんじゃないかと思います。例えば、父を例に

すると買物といえば、近くのクリエイトぐらいで、スマホでと思うが全然で

きない。65歳過ぎたぐらいの方にはＩＴの活用といった支援や情報を提示す

るとかというのは、実際にサポートをする時に自分で使えるようなことを、

身につけていただくことはできると思いますが、80歳を過ぎた人にスマホや

タブレットを教えるのは難しい。でも、90歳過ぎの方でも使っていらっしゃ

る方もいるので、様々ではありますが。 

  会長   担い手の登録制についてどうでしょうか。 



  委員   社協の中で行っている助け合いネットワークなど、説明してもらってはどう

でしょう。 

  委員   私は助け合いネットワークでは生活支援を担当している。それほどたくさん

は来ないが、社協さんから依頼があるとサポーターが行くのですが、サポー

ターはそんなに多くないんです。コーディネーターは 8名、サポーターは 10

名くらいで女性は 2～3名、男性は家具の移動などで、女性はゴミ出しや部

屋のそうじなどを行っています。 

  会長   サポーターは手を挙げてもらっているのですか？ 

  委員   前から実施していたのでその時に登録をしていた方です。コーディネーター

は８名であんしん電話をかけているのが主で、毎月２回ほど、あんしん電話

をかけている。それから、生活支援を頼まれると私は下見をして支援ができ

るか判断して、社協に報告し対応していただいています。 

  委員   助け合いネットワークは、もともと百合が丘で始まって、全地区で 11の地区

社協で実施する予定だった。平成２３年の頃ですがなかなか立ち行かないと

いうのがあって、社協で行っている。社協のコマーシャルが弱いというのも

あると思うが利用者が少ない。何がいけないんだろうと思うのですが、利用

者登録をしているかたは約 100人で年間利用件数は約 100件。なので 1人が

1件ぐらいしか利用していない。サポーターが 40人ぐらいで実動は 20人も

いない状況です。買い物の付き添いも代行も両方あるが、車の利用はダメ、

白タクになってしまうのでお散歩付き添いの延長のようなもの。どうしてニ

ーズが掘り起こせないのかを考えると、そもそも組長さんなどが情報として

持ち、組内で困っていることがあれば、こんなサービスがあるよと冊子化し

て、つなげていただければいいんじゃないかと思います。サービスを作って

いくというよりは情報を伝える人を増やしていけたらいいんじゃないかと思

います。 

  委員   買い物一つとっても、もっとあると思うんですよ、町内に。先日も相談の中

でインターネットを使っていたが、色々な事情があってやめられたんです。

まとめ買いをする方で、ご家族と一緒に行けるときは買物も行っていたが、

なかなかうまくいかない。セブンイレブンなどの宅配なども調べ、実は後で

町内の酒屋でも電話で問い合わせたら配達をしていたこともわかったのです

が。そういった細かな情報は知らない。細かい情報や冊子などにまとめて、

色々な方が目に触れていただけるようにすれば、それほど困らないとは感じ

ています。 

  委員   いわゆる自助の強化でしょうかね。 

  委員   いろんな情報をしっかり町民の方にお伝えしていくことが大事だと思いま

す。町民が知らない情報を包括が持ってたりということがありますので。 

  委員   逆に売ってる側の感覚からすると、どれぐらいのニーズがあるのかというの

を店舗側では把握してない。採算が合うかといった、そういう情報がない。



情報があったり、協議体の支援があれば試しにやってみようかということに

なる。現状では、たぶん、声かけしてもそれがどれぐらい商売になるかわか

らないのいに、やれないよっていう話しになる。 

  委員   寄（やどりぎ）という地域で高齢化が進み、近隣で買物できる場所がないと

いう状況で、松田町と商店街でニーズに基づき移動販売が始まったんです

が、事前のニーズに比べ、思った以上に購入者が少ない。ルートの問題なの

か、商品の種類や数の問題なのか色々と検討している。聞くとあがってくる

けど実際どれだけの利用者がいるのか。助け合いネットワークでもニーズや

登録者は多いけれども年間１件という感じだと、結構商売している人からみ

るとかなり厳しい。 

  会長   車がないと買物には行けないという現状はありますね。 

  委員   実際、目で見て商品を買いたいという人もいる。 

  委員   助け合いネットワークでコーディネーターが話していた中で、ニーズとウォ

ンツがあって、食料品を頼まれていたが、一番近いスーパーはここだけど、

私が買いたい商品があるのは平塚市内の店でそこに行きたいっていう欲求の

部分でウォンツ。助け合いネットワークでの買い物支援が、平塚市内の店舗

にお気に入りの商品ということになると、欲求の部分を満たすことが困りご

とになってしまうことにもなるということがある。際限がなくなってしまう

ことにもなる。 

  会長   要求の水準が高くなる。代行で自身でもできないことを頼むとなるとサポー

トする側と受ける側の思いがかけ離れてしまう。 

  委員   掃除の水準も高くなる例もある。１時間では済まない掃除を要求されること

もある。 

  委員   お店にお友達の付き添いで買物に来られたお客さまがいらして、車いすでし

た。サービスカウンターで呼ばれて、何回か利用されていましたが買物に時

間がかかってしまうとのことで、２階の商品は私が車いすを押してご本人と

買物をしている間、メモにある商品をお友達が買うことにいたしました。帰

りのタクシーをお呼びし、タクシーに乗るまで手荷物を持ってお手伝いしま

した。「こういうシステムというのは前からあったんでしょうか？」と言わ

れ、「開店と同時に高齢者に対してサービスが必要だという店長の方針ででき

たんですよ」とお話ししました。やはり、買物に来て２時間もウロウロしな

きゃならない状況だったのが、「きょうはお手伝いしていただいて、本当に助

かりました」という言葉をいただいた時に、もっと、西友のサービスをもっ

と使っていただけないかなと思いました。そういう需要が少ないような気が

するし、こういったサービスを情報として載せていただければ助かるなと思

いました。 

  委員   知らなかったです。情報発信をしていただければ。 

  委員   そうですよね。開店と同時にちらしにも入れましたし、店員は赤いベストを



着ています。売り場を１日中回っていて、困ってらっしゃる方がいらしたら

必ず声かけしています。会社が作ったサービスをぜひ使っていただきたいと

思っています。 

  委員   ちらしを見ていなかったかもしれませんが。知らなかったです。 

  委員   ＰＲすれば利用する人がいると思いますので 

 事務局   サービス内容を一覧表に載せたいと思います。 

  委員   赤いベストを着た店員は３名。予備に３名います。見当たらなかったらサー

ビスカウンターにお越しいただき、ぜひ、活用していただければと思いま

す。 

  会長   先程の話しではないけれども、ニーズがあって、その要求が高まってです

ね。２時間ぐらい、かかってしまったんでしょうか？ 

  委員   １時間ぐらいでした。 

  会長   それで、人件費とか費用の面がかかってしまうのでは？ 

  委員   普通に売り場の仕事もしていますが、改装と同時に専属でという話しがあ

り、サービスに重点を置いています。 

 事務局   助け合いネットワークの立ち上げの際、近所の方には恥ずかしくて頼めな

い、西友は店員さんだから頼みやすいということはあると思います。それ

で、地域ではなく、全町でやることによって、隣の地域の人なら頼めるかも

しれないって考えたんです。それでも登録はするけれども、どうして利用し

ないかというと、やはり町内は恥ずかしいというのと、お金が２００円ぐら

いと安い。それで、これしか払わないから頼めない、もっと払っているんだ

ったら頼める。ボランティアに頼むことも、町民は意外と控えめで頼んでく

れない。人間関係ができている人には頼めるが、できてない人には頼めな

い。掃除に行く人は同じ人じゃなきゃ、いやだとかということもある。組で

は安否確認とか命に関わることならやる。要望が言える間柄なら助け合いが

できる。だんだん、近所の付き合い方も変わり、組の力が弱くなっている。

組の力を強くしていくことが助け合いができるようになるということを感じ

ています。 

  委員   今の話しを聞いて思ったのですが、見える化ってすごく大事だと思うんです

ね。きょうの資料はまだ作っている最中ということなので、それは全体で作

っていくとして、見える化は早急にやった方が良いかなと思いました。 

       一方で、もし買物と移動支援についての話しを掘り下げていくのであれば、

もう少し先行してやっていくのであれば先程、委員さんがお話ししてました

が 1回、ニーズをしっかり把握してニーズの方も見える化して、それが果た

してニーズなのかウォンツなのかを見極めることもおもしろいのではないで

しょうか。 

  会長   いろんなニーズがあって、多様化というか。これを集約するとバラバラにな

ってしまうのではないかということもあって、なかなか、難しいところもあ



ります。見える化、ニーズ把握というのは協議体が終わるころには成果物と

して、目標としますか 

  委員   先程の、ニーズというものをどのようにとらえるか。ニーズはほとんど生き

物ですよね。今のニーズは、高齢者にとって、数か月で変わってしまうと思

います。調べることは必要は必要だと思いますが、それが即本当のニーズと

してとらえるのは難しいかと思うので、やはり段階を経てそういうニーズが

あるということは調べておかないといけないとは思います。それをすぐ使う

んじゃなくて、ニーズがあるということ、本当に必要かどうかを選ばないと

いけない。買物にしてもニーズの本質を探るということではないかと思いま

す。 

  会長   アンテナを高くして、常にそういう意識を持っていくことが大切ですね。 

  委員   本当に難しいと思います。例えば、Ａさん、Ｂさんがコープで買物をしま

す。 

Ａさんはそれで満足してもＢさんはやっぱり西友に買物に行きたいんだけれ

ども、欲求はあるけれども、何とかそこに落ち着いてる。同じ買物であって

も考え方とか価値観とか欲求の強さとかによっても変わる。難しいですね。

正直、二宮にもいろんな資源があるのだから、例えば買物に困って生きる、

死ぬ、餓死することではないと思う。そういった部分で価値観とかが違い、

難しい。買物の部分ではそう思ったし、移動に関してもいろいろと思うとこ

ろがあるんですけれども、買物はそういったところです。 

  副会長 ニーズっていうと、すごく必要に迫られているようですけど、資料１の困り

ごとぐらいで、例えば買物の困りごとで、いろんなものを出してもらって、

その中でこの部分は生活の質の部分だったりとか、解決の方向がいろいろと

あって、我々が支援することを取捨選択して、必要なものだけ選んで何がで

きるか、あるいはこれならできそうだとか組み立てていくと少しできそう。

活動が見えてくるんだと思います。１回は広げてもそれでは進まない、エネ

ルギーが散ってしまうので、とりあえずこれをやっていこうという方がいい

のかなと思います。エリアが狭くて資源もたくさんあって、人口もちょうど

良くて手頃というか、何とかなる範囲だと思うので、その中で可能性のある

ものを少しずつ確実にやってみる。完成はなかなかできない。やりながら考

えていくしかない。 

  会長   完成はしないですね。 

  副会長 変化していく、そんな感じがします。 

  会長   資料をみて買物が中心になってしまったが、移動についてはコミバスやデマ

ンドタクシーもある。今回の資料は参考にということですね。 

      資料２の買物と移動支援に関する内容でした。 

 

       では、次の議題３のその他に移ります。何かみなさんからありますでしょう



か。 

  事務局 資料の確認のところで、説明しなかったのですが、二宮町地域ケアシステム

の姿（案）についてです。前回、図の中の線が何種類かありまして、その線

の意味と会議の説明について裏面に記載してあります。わかりにくい点があ

りましたら後で、聞いていただければと思いますし、ご意見をいただければ

と思います。 

  会長   ケアシステムの姿はよく見るんですが、必ず（案）となっていますが、案は

とらないんでしょうか 

  事務局 今、動いているもの、検討中のものもありますので平成 30年度に向けて出

来上がっていくものになっています。 

  委員  案と書いてあるんですが１回案をとって、このケアシステムの姿や資料１に

関しても各地区で広めた方が良いような気がするんです。ケアシステムとい

うことを全然聞いたことがないということが出てくるので、この中でお互い

さま推進協議会もあるんですよ、このような形で進めていますよとＰＲしな

いといけないのではないかと思います。それから、買物のところであったの

ですが、リストをもう少し充実をさせて住民に発表しても良いのではないか

と思います。 

  事務局 そうですね。事業所に確認をして了解を得ていきます。 

   委員 注文してもいいよという、もう少し細かな情報を提供してあげたら良いと思

います。そして住民の方の反応をみたいと思います。 

  事務局 この資料はどんどん変えていくものだと思っています。 

    会長 まずは第２層の協議体の情報も共有することが必要ですね。 

   委員 ２層の中で資料を配布をしたいと思いますがどうでしょう。 

  事務局 第１回のお互いさま推進協議会の資料も第２層の一色小学校区で説明してい

ただきましたので、今回の資料も提供していただければと思います。 

      資料２についても、今回はもくじだけですが内容が入りましたら今後、通い

の場等でも活用していただければと思います。 

   委員 ２層の中で普及活動をしていきたい。ボランティアなどお手伝いをしてもい

いですよという人も探しています。そういったことを進めていくうえでも、

普及活動を重点的にしていきたい。今、包括ケアシステムが動いています。

その中でお互いさま推進協議会も資料１のような形で動いていますというこ

とを普及していきます。 

  事務局 変わります、動いていますということで活用していきたい。 

  会長  そういった意味で案はつけたままでいいと思います。 

      では、以上で議題については終わります。  

事務局  今日、いろいろとご意見をいただきました。本日の２回目の協議会で、結 

論を出すとか何かを決めるというわけではありませんので、会長からもどん

どん意見を出していただくということで、進めていただきました。少し、買



物の部分ということで絞って意見もいただきました。移動のついても買物と

関連して課題も出てきましたので、今後に向けて事務局の方でも整理してい

きたいと思います。次回は 10月 24日火曜日か 27日の金曜日になります。 

 会長  決まりましたら連絡してください。 

事務局  長時間にわたりましてありがとうございました。次回も多くのご意見をいた

だきたいとおもいますので、よろしくお願いします。 


